
　本号は，通常号である．
　本誌の創刊 40 周年を記念して，2006 年 12 月に「理学療法の展望 2006」と題した増刊
号を発刊した．今回は 2010 年という区切りのよい年の初めに「これからの理学療法」と
いう特集テーマのもとで企画を進めたものである．2006 年 12 月から数えれば丸 3 年であ
るが，時代の流れは速く複雑になり，先を予想することが難しい状況にある．一方で，遅
遅として成果が実感できず，もどかしい思いでいることも少なくない．
　鼎談では，奈良氏と半田氏で，倫理について興味深い会話が続いている．これはまった
くの偶然であるが，本号から始まった講座「理学療法（士）と倫理」での田中氏の記述は，
上述した 2 人のやり取りの解説ではないかと思わせる内容がある．田中氏は，倫理とは道
徳規範と同じではないことを明確に示し，倫理感覚の本質性を強調している．なかでも敢
然性について，予想よりも希望が重要であると述べている．対象者の真摯な思いや取り組
みに畏敬の念を抱き，あらゆる努力を惜しまないことが医療や療育に携わる専門職として
の証であろう．理学療法士という職業に希望を見出せるような理学療法士でありたいと
思っている．ロールモデルを探している若手の理学療法士が多いというメッセージは，こ
れからの理学療法の課題を端的に表しているようにも思う．1 ページに凝縮された他・同
職種 18 人のメッセージはいずれも感慨深い．ところで，キャリアデザインに関する講義
で，ある学生が，「他学部の卒業生と理学療法士の平均賃金では 30 歳過ぎでおよそ 2 倍の
違いがある」というデータを発表した．金銭を含めた機能的価値観だけではないところに
医療や教育の本質があるが，学生が希望や夢を叶えやすい環境作りを支援したいという思
いは強まる．
　座談会では，理学療法の効果について科学的エビデンスと対象者の安心・満足感を両極
とした議論を展開した．他職種からのメッセージに，「そろそろ臨床の文脈のなかで熟慮
した方法論が生み出されるべきである」，「対象者を総合的にみる能力，工学の応用ととも
に“手を添える”という医療の原点を忘れない自律した専門職を目指すこと」が指摘され
ている．奇しくも，この点でも鼎談と座談会で自立と自律を履き違えない専門性について
議論している．また，在宅を専門とする理学療法士の骨格とその品質保証への組織的な取
り組みについて，地域の医療を担う開業医から熱いメッセージが寄せられている．
　研修会や勉強会では，技術を教える実技講習に圧倒的な人気がある．今後，本誌におい
てもこのような期待に応えられるような企画も考えていきたい．同時に，今回のような理
念的内容も，1 年の計を立てるためや今後を考える上で役立てていただきたい．

（内山　靖）
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